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カナダの⾦融市場動向
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カナダ・ドルは、対円で上昇しました。また、
カナダ5年国債利回りはおおむね横ばいになり
ました。

カナダの⾦利は、カナダ独自の材料が不⾜し
ていたため、米国⾦利につられ⽅向感のない動
きとなりました。カナダ・ドルは、株式市場が
堅調に推移し、投資家のリスク選好姿勢が強
まったことを背景に対円で上昇しました。

経済指標ではカナダの第3四半期のGDP（国
内総生産）が発表になっており、市場予想通り
の結果となりました。

先週の回顧

今週、カナダではカナダ銀⾏（中央銀⾏）の
⾦融政策決定会合が予定されており、市場では
政策⾦利の据え置きが⾒込まれています。また、
雇用統計の発表が予定されています。

米国では今週、ISM（全米供給管理協会）製
造業景況感指数が市場予想を下回る軟調な結果
となったことから、景気の先⾏きに警戒感が広
がり、⾜元の投資家のリスク選好姿勢が若⼲後
退しています。ISM非製造業景況感指数や雇用
統計などの発表も予定されており、今後の景気
動向を⾒る上で注目が集まります。

また、引き続き貿易をめぐる米中の動きに今
後も市場が振らされることが想定されるため、
注視する必要があります。

今週の⾒通し

（出所）Bloomberg等より⼤和投資信託作成

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが⼀致しない場合があります。

カナダ ⾦利推移

（出所）Bloomberg等より⼤和投資信託作成

カナダ・ドル 為替推移
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